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*World Bank Report(1993)にて「東アジアの奇
跡」と題された研究報告書が発表された。 

*日本・韓国・香港・台湾に加え,NIESとよばれた

シンガポール・インドネシア・マレーシア・タ
イの8カ国に”High-Performing Asian Economies”

という呼称を与え、他の発展途上国地域と比
べ、大きな経済実績をあげたことに注目した。 
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*ソロー・スワンモデル（成長会計分析） 

経済成長の要因を資本ストック・労働人口・技術
革新に分解 

 これに由来した生産関数を組み立てることで経 

 済成長の要因分析を行う手法が成長会計分析 
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*まず成長会計分析では以下のようなマクロ生産関数を
想定する。 

 Y=AKaL1-a  

(Y=生産量、Kは資本ストック、Lは労働人口、AはTFPを
表す。また0<a<1。aは資本分配率、1-aは労働分配率) 

 次に対数をとり、 

 logY = logA + alogK + (1-a)logL 

両辺を時間に関して微分すると 

 ΔY/Y =ΔA/A + a(ΔK/K) + (1-a)(ΔL/L)  となる。 

*この関数を利用することで、経済成長率に、資本増加
率・労働人口増加率・TFP増加率・資本分配率・労働分
配率の各要因がどの程度貢献したかがわかる。 
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*Kim and Lau(1993)による分析 
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*梶（2006） 
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*先進国ではTFPの貢献度が大きい 

*東アジア諸国では物的・人的資本の貢献度が高い。 

 

*しかし人的資本とは単なる生産年齢人口か？ 

 ⇒ 人口（数）だけでなく教育（質）も要因！ 

 

工学部生の多い国＞法学部生の多い国 

   Murphy, Shleifer, and Vishny(1991) 
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福田（1998）より 
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